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1．はじめに 

 

高齢者介護施設1は、感染症に対する抵抗力が弱い高齢者等が、集団で生活

する場です。このため、高齢者介護施設は感染が広がりやすい状況にあるこ

とを認識しなければなりません。感染自体を完全になくすことはできないも

のの、集団生活における感染の被害を最小限にすることが求められます。 

このような前提に立って、高齢者介護施設では、感染症を予防する体制を

整備し、平常時から対策を実施するとともに、感染症発生時には感染の拡大

防止のため、迅速に適切な対応を図ることが必要となります。 

 

本マニュアルでは、上記のような特徴を持った高齢者介護施設における「感

染対策の基本知識」「感染管理体制の在り方」および「感染症発生時の対応」

についてとりまとめました。 

本マニュアルは、高齢者介護施設における感染のリスクとその対策に関す

る基本的な知識や、押さえるべきポイントを示したものです。 

 

感染対策を効果的に実施するためには、職員一人一人が自ら考え実践する

ことが重要となります。各施設での実情を踏まえ、独自の指針やマニュアル

等を作成する際に参考としてください。 

 

【感染対策のために必要なこと】 

 

 

                                                   
1 本マニュアルは、主として、介護老人福祉施設、介護老人保健施設での活用を想定して作成し

ていますが、その他の高齢者に関わる社会福祉施設や居住系サービス事業所、通所サービス事業

所等においてもご活用いただけます。 

【施設長（管理者）】 
⚫ 高齢者の特性、高齢者介護施設の特性、施設における感染症の特徴の理解 

⚫ 感染対策に対する正しい知識（予防、発生時の対応）の習得 

⚫ 施設内活動の着実な実施（感染対策委員会の設置、指針とマニュアルの策定、
職員等を対象とした研修の実施、設備整備等） 

⚫ 関係機関との連携の推進（情報収集、発生時の行政への届出等） 

⚫ 職員の労務管理（職員の健康管理、職員が罹患したときに療養に専念できる人
的環境の整備等） 

【施設の職員】 
⚫ 高齢者の特性、高齢者介護施設の特性、施設における感染症の特徴の理解 

⚫ 感染症に対する基本的な知識（予防、発生時の対応、高齢者が罹患しやすい代表
的な感染症についての正しい知識）の習得と日常業務における感染対策の実践 

⚫ 自身の健康管理（感染源・媒介者にならないこと等） 


